
確 認 問 題 1 　円周上に 3点A，B，Cがある。点Pを，直線ABについて点Cと同じ側にとるとき，次の①，
②，③が成り立つことを示し，円周角の定理の逆を証明しなさい。

①　点 Pが円周上にあるとき（図 1）
∠APB＝∠ACB

②　点 Pが円の内側にあるとき（図 2）
∠APB＞∠ACB

③　点 Pが円の外側にあるとき（図 3）
∠APB＜∠ACB

確 認 問 題 2 　次のそれぞれの図で，4点A，B，C，Dが 1つの円周上にあることを証明しなさい。

⑴ ⑵

確 認 問 題 3 　次の図で，∠ xの大きさを求めなさい。

⑴　 ⑵　Mは BCの中点

確 認 問 題 4 　右の図のように，ABを直径する円の周上に
2点 C，Dをとり，2直線 AC，DBの交点を Eとし，2直線
AD，CBの交点を Fとする。
このとき，4点 C，E，F，Dは 1つの円周上にあることを証
明しなさい。
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円周角の定理の補充

●　円周角の定理の逆
2点 P，Qが直線 ABについて同じ側にあり，
∠APB＝∠AQB

ならば，4点 A，B，P，Qは 1つの円周上にある。
●　2定点 A，Bに対して∠APBの大きさが一定になる
ような点Pの集合は，線分ABを弦とする円の一部（弧）
になる。

円周角の定理の逆ポイント 1
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確 認 問 題 5 　次の各問いに答えなさい。

⑴ 　図のような半円の弧上を，2 点 C，Dが AC‖OD
の関係を保ちながら動くとき，ODと BCの交点 P
がえがく図形はどんな線になるか。

⑵ 　線分 ABを直径とする円 Oの周上の点を Pとし，
APの中点をMとする。Pが円Oの周上を動くとき，
Mはどのような図形をえがくか。

確 認 問 題 6 　右の図のように，円に内接する四角形 ABCD
がある。辺AB，CD上にそれぞれ点E，Fをとる。

EF‖ADのとき，四角形 EBCFは円に内接することを証明し
なさい。

確 認 問 題 7 　右の図のように，正方形 ABCDの辺 AB，DA
上にそれぞれ点 E，Fを，AE＝DFとなるようにとり，CFと
DEの交点をPとする。
このとき，四角形AEPFは円に内接することを証明しなさい。

確 認 問 題 8 　△ABCの辺BC，CA，AB上にそれぞれ点D，
E，Fがある。右の図のように，△BDF，△CDEそれぞれの外接
円の交点をPとする。
このとき，四角形AFPEは円に内接することを証明しなさい。

●　四角形が円に内接する条件
四角形は，次の⑴，⑵のどちらかが成り立つとき，

円に内接する。
⑴　対角の和が 180°である。　　　　　　　　 （∠A＋∠C＝180°）
⑵　1つの外角が，その内角の対角に等しい。　（∠DCE＝∠BAD）

四角形が円に内接する条件ポイント 2
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1  　右の図の△ABCで，Mは辺 BCの中点，BDは点 Bから
辺 ACにひいた垂線，CEは点 Cから辺 ABにひいた垂線で
ある。

∠A＝62°のとき，∠DMEの大きさを求めなさい。

2  　∠C＝90°の直角二等辺三角形 ABCの辺 AC上に点 Pをと
り，BCの延長上に CD＝CPとなるように点Dをとる。ま
た，BPの延長とADとの交点をQとする。

⑴　∠AQB＝90°であることを証明しなさい。
⑵ 　点 Pが AC上を Aから Cまで動くとき，点 Qはどんな図
形をえがくか。

3  　右の図のように，線分 AB上に点 Cをとり，AC，CBを 1
辺とする正三角形ACD，CBEを線分ABの同じ側につくる。
AE，BDの交点を Fとする。

⑴　∠AFC＝∠CFB＝60°であることを証明しなさい。
⑵ 　点 Cが AB上を Aから Bまで動くとき，点 Fはどんな図
形をえがくか。

4  　右の図で，点 Dは△ABCの頂点 A，Bを通る円 Oと辺
BCとの交点である。点 Eは，点Dにおける円Oの接線上の
点で，∠ABD＝∠ACEである。
このとき，△ABD∽△ACEであることを証明しなさい。

5  　2辺 AB，DCが平行でない四角形 ABCDが円に内接して
いる。右の図のように，Aを通りDCに平行な直線と BDの
交点をP，Dを通りABに平行な直線とACの交点をQとする。
このとき，PQ‖BCであることを証明しなさい。
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6  　右の図の△ABCで，APは点 Aから辺 BCにひいた垂線，
BQは点 Bから辺 ACにひいた垂線であり，Hはその交点で
ある。

∠BAP＝28°のとき，∠CHPの大きさを求めなさい。

7  　右の図のように，線分BCを斜辺とする直角三角形ABCと，
直角二等辺三角形DBCがある。
このとき，四角形 ABDCは円に内接し，ADは∠BACを 2

等分することを証明しなさい。

8  　右の図は，∠A＝90°の直角三角形 ABCの頂点 Aから辺
BCに垂線 ADをひき，∠ADB，∠ADCそれぞれの二等分
線DE，DFをひいたものである。
このとき，四角形AEDFは円に内接し，AE＝AFであるこ
とを証明しなさい。

9  　右の図のように，∠BAC＝90°の直角三角形 ABCの辺 AB
上に点Dがある。辺ACを直径とする半円の弧と辺BC，線分
CDとの交点をそれぞれE，Fとする。
このとき，四角形BEFDは円に内接することを証明しなさい。

10  　右の図のように，2円O，O′が 2点 A，Bで交わっている。
点 Bを通る直線と円O，O′の交点をそれぞれ P，Qとし，P
における円Oの接線と，Qにおける円O′の接線の交点をR
とする。

このとき，四角形APRQは円に内接することを証明しなさい。

11  　右の図の△ABCで，点 Aから辺 BCにひいた垂線を AD
とする。線分 AD上に点 Pをとり，点 Pから辺 AB，ACに
それぞれ垂線PE，PFをひく。
このとき，四角形BCFEは円に内接することを証明しなさい。
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